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	女性のライフプランニング支援に関する調査結果概要 ～30代・40代女性のライフコース選択の希望と現実～
	30代・40代女性のプロフィール（１）結婚・出産関係
	２.ライフステージの変化に即した働き方の希望と現実（１）働き方の希望と現実　働き方の希望は、結婚・出産や子どもの年齢と共に変化している。子どもが小さな時期は、働きたくないという人もいるが、子どもが中学生以上では９割以上の人が働くことを希望している。
	（２）現在働いていない人の就労意向　現在、働いていない人でも、今後も働きたくない人とする人は、「既婚・子どもあり」で19.8％、「既婚・子どもなし」で26.5％にとどまっており、他は何らかの形で働くことを希望している（図表14）。働く意向のある人の
	３．ライフイベント時（結婚・出産）のライフコース選択
	②離職理由と初職時※の就業時間　　これまでに仕事を辞めた経験がある人の離職理由のトップも、「主として結婚」となっている（図表18）。初職時の就業時間をみると、正社員の約４割で１日の就業時間が９時間以上、さらに通勤時間は、約３割で１時間以上となってお
	（３）育児休業の取得状況　30代・40代女性全体に占める「第一子出産時の育児休業制度の利用割合」は8.8％、「第二子出産時の利用割合」は7.1％となっている（図表23,24）。取得期間は、第一子では10ヶ月以上取得している人が約半数を占めるが、第二子
	（４）結婚・出産時の選択と評価　結婚時や第一子出産・子育て時の働き方の選択ごとに、選択に対する評価をみると、結婚時では、「これまでと同じように続けた」人や「仕事の負担を減らした」人で「良かった」と評価する人が多い（図表26）。一方、第一子出産・子育て
	（１）現在の就業形態　ライフコース別に就業形態をみると、配偶関係や子どもの有無に関わらず、短期間の離職はあってもほぼ「継続」的に働いていた人では「正社員」の割合が高く、１年以上の離職期間を含み「転職」している人ではﾊﾟｰﾄ・アルバイトの割合が高い。ま
	（２）年収　ライフコース別に本人の年収をみると、ほぼ継続的に働いている層では、「転職」している層に比べて年収が全体に高い傾向がある。継続層の中でも、既婚と未婚とでは、年収150万円未満の割合に差がみられる（図表29）。
	（３）職場の特徴：現在・初職時　「子どものいる継続就労層」の職場は、「全体」と比較して、両立や仕事のやりがいなどの面で、比較的よい環境が整っている。具体的には、現在の職場では 「やりがいのある仕事ができる」、 「両立支援の制度が活用できる雰囲気がある
	５．離職・転職の影響（１年以上の離職前後の変化）（１）年収変化　　理由を問わず１年以上の離職があった人について、離職前後の年収変化をみると、３割以上が「半分以下になった」と答えている。「ほとんど変わらない」や「上がった」は、合わせて全体の約４分
	（２）就業形態・企業規模の変化　　１年以上の離職の前後で、就業形態を比較すると、正社員の割合が68.9％から15.0％へと大幅に減少し、逆にパートタイム・アルバイトが大幅に増加している（図表34）。また、企業規模としては、従業員100人以上の割合が
	６．ライフコース選択への家族の影響（１）配偶者・パートナー　①夫婦間の家事分担と夫の働き方　　既婚者の夫婦間の家事分担状況をみると、「ほとんど妻が家事・育児を担う」家庭が７割弱を占める。「妻と夫で同じ程度担っている」家庭は、約６％にすぎない（
	②ライフコースと夫の働き方・考え方　ライフコース別に夫の働き方や考え方をみると、子どもの有無に関わらず妻が離職している家庭では、夫が残業が多く、融通性もない働き方をしている割合が高く（図表38)、妻が働くことに対して「妻の好きなようにすればよい」と
	（２）母親　①ライフコースと母親の働き方　　　　　　　　ライフコース別に母親の働き方をみると、子どもがいて、ほぼ継続的に働いている人では、母親が継続　　的にフルタイムで働いていた割合が高い（図表40）。
	②ライフコースと女性が働くことに対する母親の考え方　　　子どもの有無に関わらず、既婚で継続的に働いている人は、女性が働くことに対して、母親が積極的な考えを持っている割合が高い（図表41）。
	４．子育てしながら働くために必要な環境　（１）配偶者・パートナー　子育てしながら働く場合に最も重要なことは何かを聞いたところ、「配偶者・パートナーを含む家族の支援」が５割強で最も多く、次いで「職場環境」が４割を占めた（図表42）。家族の中でも、
	（２）職場　　子育てしながら働く場合に重要な職場の環境・制度としては、「子どもが病気の時や学校の行事などで休みがとれること」が最も多くなっている。ついで、「上司に理解があること」、「フレックスタイム制度や在宅勤務など柔軟な働き方ができること」などが
	８．働き方の選択と結婚・子育てに関する意識（１）独身者※の結婚意向　　　　独身の人の今後の結婚意向を就労・離職経験別にみると、就労している人に比べて、現在働いていない人では、結婚意向のある人（いずれ結婚したい）の割合が低い（図表45）。就業形態別
	（２）子育てに関する意識　子育ての楽しさ・つらさについて聞くと、「楽しいと感じることの方が多い」という人が最も多く５割を超えるが、「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」とする人も４割弱を占める（図表47）。ライフコース別にみると、継
	９．30代前半の就労状況　　　　　　今回の調査対象層(30代・40代）の中でも、30代前半（30～34歳）については、初職時の就職状況が厳しかったことなどから、他の層と比べて、初職から非正社員であった人の割合が高い（図表50）。また、今回の対象層に
	10．ライフコース選択と満足度　（１）働き方の満足度　これまでの働き方の選択に対して、不満のある人（やや不満である、不満である）人は、３割強である（図表53）。不満の理由としては、「自分が面白いあるいはやりがいがあると思える仕事がしたかった」、「仕
	（２）ライフコースと働き方の満足度　　　ライフコース別に、これまでの働き方に対する満足度を聞くと、既婚で継続的に働いてきた人で、満足　　　　度が高い傾向がみられる。ただし、子どものいる人では、継続的に働いてきた人と離職した人との満足度　　には
	（３）結婚・出産時の希望と現実の一致度と働き方の選択に対する評価　　　結婚時や第一子の出産・子育て時の働き方の選択において、希望と現実が一致した人で、満足度が高くなっている。特に、「これまでどおり働くことを希望し、実現した」人がもっとも満足度が高く
	1１．ライフプランニングに関して求められる支援　　結婚や出産・子育てなどでライフコースの選択をせまられる女性にとって、ライフプランを立てる際に必要なこととしては、「勤務先の会社での情報提供・相談」が最も多い（図表57）。特に、今後「子どもを産みたい
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